
国⽴⼤学経営改⾰促進事業

【事業イメージ】⽀援メニュー①

⽀援メニュー② 外部資⾦の獲得増間接経費増＋学⻑裁量経費
による恒常的なポスト⼈件費の確保

若⼿にとって魅⼒ある研究の場
（若⼿テニュアポストの充実、⼈事・給与改⾰＋最先端研究設備）

好循環の構築を⽀援

社会的インパクトの創出

競争的資⾦獲得までの
独⽴した研究を⽀援

最先端ラボにおける
研究活動を⽀援

〜学⻑のリーダーシップに基づく経営改⾰構想の実現を加速〜

令和4年度予算額 50億円
（前年度予算額 48億円）

第４期中期⽬標期間における国⽴⼤学経営の⽅向性
 ⾃律的・戦略的な経営を進める中で、様々なステークホルダーとの連携・協働を介して、社会変⾰や地域の課題解決を主導
 社会変⾰・地⽅創⽣の駆動⼒としての役割を果たすための取組を加速させるため、研究や教育活動の価値、それがもたらす社会的

インパクトに応じて新たな投資を呼び込むパートナーシップを構築

事業コンセプト
 “外部からの資⾦獲得”、“学内における資源再配分”、“全学的な組織改⾰”を柱とした経営改⾰を引き続き⽀援
 様々なステークホルダーからの投資を呼び込みつつ、各⼤学のミッションを踏まえた強み・特⾊ある教育研究活動を通じた社会的インパ

クトの創出を先導する⼤学を⽀援
＜⽀援スキーム＞
・⼤学がミッション※を踏まえた強み・特⾊ある教育研究分野を分析し設定 ※“地域”、“世界”、“特定分野の⼈材養成（教員養成、医師養成など）”等
・当該教育研究分野において「持続的に若⼿テニュアポストを確保する仕組（実効性のあるテニュアトラック制度の確⽴を含む）」と「ステークホルダーからの投資を呼び込む仕組」
を導⼊（強化）する計画を作成し、本事業により実施

 “地域”や“特定分野”の中核となる⼤学※１が、ミッションを踏まえた社会的インパクトを創出する
強み・特⾊ある分野を中⼼に研究の苗床を厚くし（若⼿テニュアポストの充実、最先端研究環境整
備）つつ、その効果を教育の質の向上※２にも波及させるとともに、様々なステークホルダーからの
投資を呼び込むことで持続的な教育研究体制を構築する取組を⽀援。
※１ ⼤学間連携や法⼈統合を改⾰の軸とする⼤学を含む
※２ 質の⾼い研究指導のほか、コースワークの転換（博⼠レベルの⾼度で汎⽤な能⼒を実社会で活⽤するプログラム等）を含む

 “トップレベルの教育研究”を⽬指す⼤学がミッションを踏まえた社会的インパクトを創出すべく、⼤
学院改⾰を⼤胆に進めるなど全学的な組織改⾰を実現するとともにリソースの重点投資による
研究⼒の⾶躍的向上と産学連携体制の抜本的強化による戦略的外部資⾦の獲得増により
経営改⾰を実現する取組を⽀援。 ※⼤学ファンドの⽀援対象⼤学を除く⽅向で検討


